
　　　　　　平成２８年度決算に基づく尾道市健全化判断比率

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

― ― 7.0 35.5

( 11.59 ) ( 16.59 ) ( 25.0 ) ( 350.0 )

備　考 １　実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合は、「―」を記載している。

２　（　）内は、尾道市の早期健全化基準である。

＜参考＞各比率の概要

区　　　分 概　　　　　　要

　市税、地方交付税等の一般財源をその支出の主な財源として
いる一般会計等について、歳出に対する歳入の不足額（いわゆ
る赤字額）を市の一般財源の標準的な規模を表す標準財政規模
の額で除したものである。

　市のすべての会計の赤字額と黒字額を合算して、市全体とし
ての歳出に対する歳入の資金不足額を、市の一般財源の標準的
な規模を表す標準財政規模の額で除したものである。

　市の一般会計等の支出のうち、義務的に支出しなければなら
ない経費である公債費や公債費に準じた経費を市の標準財政規
模を基本とした額で除したものの３か年間の平均値である。

　市の一般会計等が将来的に負担することになっている実質的
な負債に当たる額（将来負担額）を把握し、この将来負担額か
ら負債の償還に充てることができる基金等を控除の上、市の標
準財政規模を基本とした額で除したものである。

実質赤字比率

（一般会計等の実質赤
字の比率）

連結実質赤字比率

（すべての会計の実質
赤字の比率）

実質公債費比率

（公債費等の比重を示
す比率）

将来負担比率

（地方債残高のほか一
般会計等が将来負担す
べき実質的な負債をと
らえた比率）
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（単位：％）

地方公共団体
コード

都道府県名 市区町村名 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

342050 広島県 尾道市 - - 7.0 35.5

団体区分 3.市

（単位：％）

標準財政規模
（千円）

うち臨時財政対策債
発行可能額

早期健全化基準 11.59 16.59 25.0 350.0

35,619,333 2,075,493 財政再生基準 20.00 30.00 35.0

＜算定資料＞総括表 健全化判断比率の状況 （平成28年度決算）
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団体名

（単位：千円）

継続費
逓次繰
越額 (5)

繰越明許
費繰越額

(6)

事故繰
越繰越
額　(7)

事業繰
越額
(8)

支払繰
延額(9)

(5)～(9)に
係る未収入
特定財源

(10)

一般会計 61,099,999 59,997,347 1,102,652 549,909 1,947,794 1,397,885 552,743 66,148,774

港湾事業特別会計 224,367 201,825 22,542 0 22,542

夜間救急診療所事業特別会計 58,475 58,475 0 0 0

61,382,841 60,257,647 1,125,194 549,909 0 1,947,794 0 0 0 1,397,885 575,285 66,148,774

(分母比） 1.6 216

標準財政規模 35,619,333

実質赤字比率（％） -1.61

↑ この比率は実質収支が黒字である場合、負の値です。

　　この場合は、「－」（比率なし）になります。

一
般
会
計
等
に
属
す
る
特
別
会
計

合　計

広島県尾道市

会　計　名
歳入総額

(1)
歳出総額

(2)

歳入歳出差
引額(3)
(1)-(2)

翌年度に繰
り越すべき

財源(4)
 (5～9-10)

実質収支額
(11)

(3)-(4)

地方債
現在高(12)

＜算定資料＞内訳１ 実質赤字比率の状況 （平成28年度決算）
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団体名

（単位：千円）
会　　計　　名 実質収支額 （分母比） 会　　計　　名 資金不足・剰余額 （分母比）

一般会計 552,743 1.6 水道事業会計 3,097,162 8.7

港湾事業特別会計 22,542 0.1 法 病院事業会計 5,691,339 16.0

夜間救急診療所事業特別会計 0 適

用

企

業

　　　　　　　　小　　計 575,285 1.6

標準財政規模 35,619,333 100.0

実質赤字比率　（％） -1.61 ※

千光寺山索道事業特別会計 0

会　　計　　名 実質収支額 法 公共下水道事業特別会計 0

国民健康保険事業特別会計 416,464 1.2 非 漁業集落排水事業特別会計 0

駐車場事業特別会計 48 0.0 適 特定環境保全公共下水道事業特別会計 0

介護保険事業特別会計 352,544 1.0 用 農業集落排水事業特別会計 0

後期高齢者医療事業特別会計 46,783 0.1 企 渡船事業特別会計 0

業

　※実質収支又は連結実質収支が黒字である場合、 合　　　　　計 10,179,625 28.6

　　「実質赤字比率（％）」又は「連結実質赤字比率（％）」は負の値です。 標準財政規模（再掲） 35,619,333 100.0

　　この場合は、「－」（比率なし）になります。 連結実質赤字比率　（％） -28.57 ※

宅
地
造
成
事
業
以
外

一
般
会
計
等
以
外
の
特

別
会
計
の
う
ち
公
営
企

業
に
係
る
特
別
会
計
以

外
の
会
計

宅
地
造
成
事
業

広島県尾道市

宅
地
造
成
事
業
以
外

一
般
会
計
等

一
般
会
計
等
に
属
す

る
特
別
会
計

宅
地
造
成
事
業

＜算定資料＞内訳２ 連結実質赤字比率の状況 （平成28年度決算）
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団体名

（単位：千円）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
元利償還金の
額（繰上償還
額等を除
く。）

積立不足額を
考慮して算定
した額

満期一括償還
地方債の１年
当たりの元金
償還金に相当
するもの（年
度割相当額）

公営企業に要
する経費の財
源とする地方
債の償還の財
源に充てたと
認められる繰
入金

一部事務組合
等の起こした
地方債に充て
たと認められ
る補助金又は
負担金

公債費に準
ずる債務負
担行為に係
るもの

一時借入金
の利子

特定財源の額 事業費補正に
より基準財政
需要額に算入
された公債費

災害復旧費等
に係る基準財
政需要額

密度補正によ
り基準財政需
要額に算入さ
れた準元利償
還金（地方債
の元利償還額
を基礎として
算入されたも
のに限る。）

平成26年度 7,564,653 1,253,443 98 1,304,698 1,268,372 3,681,511 169,912

平成27年度 7,131,970 1,186,434 30 1,275,299 1,155,430 3,595,028 168,399

平成28年度 7,033,258 1,154,757 35 1,273,520 1,028,616 3,729,466 168,006

⑫ ⑬ ⑭ ⑮
標準税収入額
等

普通交付税額 臨時財政対策
債発行可能額

地方財政法第
５条の３第４
項第１号の規
定に基づき総
務大臣が定め
る額
（特別区のみ
記入）

平成26年度 19,469,358 13,545,633 2,950,623 平成26年度 7.8

平成27年度 19,400,641 13,642,209 2,734,611 平成27年度 6.9

平成28年度 20,493,891 13,049,949 2,075,493 平成28年度 6.5

実質公債費比率（単年度） （　①+②+③+④+⑤+⑥+⑦　）　－　（　⑧+⑨+⑩+⑪+⑮　）

の計算式 （　⑫+⑬+⑭　）　　　　    　　 　　－　（　　　 ⑨+⑩+⑪+⑮　）

7.0

広島県尾道市

実質公債費比
率（単年度）

(％)

 実質公債費比
 率（３カ年平
 均）

     (％)

＜算定資料＞内訳３ 実質公債費比率の状況 （平成28年度決算）
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団体名

将来負担額　Ａ （単位：千円）

地方道路公社 土地開発公社 第三セクター等

66,148,774 0 14,552,713 0 10,752,996 0 0 0 0 0 0

（分母比） 216 47 35

充当可能財源等　Ｂ （単位：千円）

うち都市計画税

14,822,890 11,995,785 10,667,182 53,733,717

（分母比） 48 39 35 175

298 262 36

116 16 100

広島県尾道市

地方債の現在高
債務負担行為に
基づく支出予定額

公営企業債等
繰入見込額

組合等
負担等見込額

退職手当
負担見込額

設立法人の
負債額等
負担見込額

連結実質
赤字額

組合等連結実質
赤字額負担見込額

35,619,333 4,926,088 30,693,245

充当可能基金
充当可能
特定歳入

基準財政需要額
算入見込額

将来負担額　A 充当可能財源等　Ｂ Ａ　－　Ｂ

将来負担比率　（％）

35.5
標準財政規模　Ｃ 算入公債費等の額　Ｄ Ｃ　－　Ｄ

91,454,483 80,552,392 10,902,091
―

―

＝ ＝

＜算定資料＞内訳４ 将来負担比率の状況 （平成28年度決算）
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　　　　　　　平成２８年度決算に基づく尾道市資金不足比率

　　　　　　　　　 会　計　名 資金不足比率（％）

尾道市水道事業会計 ―

尾道市病院事業会計 ―

尾道市千光寺山索道事業特別会計 ―

尾道市公共下水道事業特別会計 ―

尾道市漁業集落排水事業特別会計 ―

尾道市特定環境保全公共下水道事業特別会計 ―

尾道市農業集落排水事業特別会計 ―

尾道市渡船事業特別会計 ―

備　考　　１　資金不足額がない場合は、「―」を記載している。

　　　　　２　経営健全化基準は、各会計ごとに20.0％である。

＜参考＞比率の概要

区　　　分

資金不足比率

　　（公営企業ごとの資金不足額の比率）

　一般会計等の実質収支に当たる公営
企業会計における資金不足について、
公営企業の事業規模に対する比率を表
したものである。

概　　　要
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共通事項 公営企業会計に係る資金不足額等

　法適用企業 法適用企業

(1) 　 (2) (3) (4) (5) (6)

a-b-c-d-
e-f (-g)

流動負債
a

控除企業
債等

b

控除未払
金等

 c

控除額
d

控除引
当金等

e

PFI建設
事業費

等
ｆ

土地前受
金
ｇ

（宅造）

算入地
方債

h-i-j+k
(-l)

流動資産
h

控除財
源
 i

控除額
j

貸倒引
当金

k

土地評価
差額

ｌ
（宅造）

地方債残
高 （宅

造）

長期借入
金 （宅

造）

令３条１項
の額・令４
条の額

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333 水道事業会計 水道 1 法適 1,071,515 1,391,491 278,369 41,607 4,168,677 4,166,284 2,393 - ▲ 3,097,162

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333 病院事業会計 病院 1 法適 1,212,691 2,564,322 526,276 825,355 6,904,030 6,902,355 1,675 - ▲ 5,691,339

共通事項 公営企業会計に係る資金不足額等
法非適用企業 法非適用企業

(1) (2) (3) (3') (3'') (4) (5) (6) (7) (8)

歳出額
算入地方

債

s-t1-t2-
t3-t4-
t5+t6

歳入額
s

継続費
逓次繰
越額
t1

繰越明
許費繰
越額
t2

事故繰
越繰越

額
t3

事業繰越
額
t4

支払繰
延額
t5

未収入特
定財源

 t6

うち事業繰
越等にか
かるもの

t6'

繰上充
用金

土地収
入見込
額 （宅

造）

地方債
残高

（宅造）

長期借
入金

（宅造）

令３条１
項の額・
令４条の

額

解消可
能資金
不足額

資金不足
額・剰余
額（連結
実質赤字

比率）

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
千光寺山索道
事業特別会計

観光
施設

1 非適 32,592 32,592 32,592 - 0 0 0

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
公共下水道事
業特別会計

下水
道

1 非適 2,626,557 2,626,557 2,626,557 - 0 0 0

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
漁業集落排水
事業特別会計

下水
道

1 非適 19,900 19,900 19,900 - 0 0 0

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
特定環境保全
公共下水道事
業特別会計

下水
道

1 非適 182,344 182,344 182,344 - 0 0 0

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
農業集落排水
事業特別会計

下水
道

1 非適 34,677 34,677 34,677 - 0 0 0

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
渡船事業特別
会計 交通 1 非適 27,585 27,585 27,585 - 0 0 0

※団体区分の 3　は一般の市である。
※宅造区分の 1 は宅地造成事業を行っていない会計である。
※(8)は、連結実質赤字比率の算定に用いる額（資金不足額は負の値で表示）であり、(9)は、資金不足比率の算定に用いる額（資金不足額は正の値で表示）である。

＜算定資料＞公営企業会計に係る資金
不足比率（平成28年度決算）

地方
公共
団体
コード

都道府
県名

市区町
村名等

団
体
区
分

標準財政
規模

x
特別会計名

事業
区分

宅
造
区
分

法
適

地方
公共
団体
コード

都道府
県名

市区町
村名等

団
体
区
分

標準財政
規模

x
特別会計名

事業
区分

宅
造
区
分

非
適
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(14)　合計

共通事項 8,788,501 → → → → → → → → → → → → 24.7

　法適用企業 ↑ （単位：千円）

(7) (8) (9) (10) (11) (12) (13)

解消可能
資金不足

額

資金不足
額・剰余額
（連結実質
赤字比率）

資金不足
額（資金不
足比率）

営業収益
の額-受託
工事収益

の額

うち指定管
理者利用料

金

m+n-o-p
(+q)

（宅造の
み）

資本+負債
m

貸倒引
当金

n

固定負
債にお
ける控
除引当
金等

o

流動負
債にお
ける控
除引当
金等

p

PFI建設
事業費
等のうち
流動負
債に係
るリース

債務
q

事業の規
模

(10)or(11)

繰越欠損
金

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333 水道事業会計 水道 1 法適 0 3,097,162 - 3,609,860 - - - 3,609,860 - 8.7

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333 病院事業会計 病院 1 法適 0 5,691,339 - 11,656,684 - - - 11,656,684 - 16.0

共通事項
法非適用企業 （単位：千円）

(9) (10) (11) (12)

資金不足
額（資金不
足比率）

営業収益の
額-受託工
事収益の額

うち指定管
理者利用

料金

資本+負債
（宅造の

み）

事業の規
模

(10)or(11)

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
千光寺山索道
事業特別会計

観光
施設

1 非適 - 20,000 20,000 20,000 - *** *** *** *** *** *** *** *** -

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
公共下水道事
業特別会計

下水
道

1 非適 - 269,875 269,875 - *** *** *** *** *** *** *** *** -

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
漁業集落排水
事業特別会計

下水
道

1 非適 - 2,886 2,886 - *** *** *** *** *** *** *** *** -

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
特定環境保全
公共下水道事
業特別会計

下水
道

1 非適 - 79,389 79,389 - *** *** *** *** *** *** *** *** -

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
農業集落排水
事業特別会計

下水
道

1 非適 - 8,846 8,846 - *** *** *** *** *** *** *** *** -

342050 広島県 尾道市 3 35,619,333
渡船事業特別
会計 交通 1 非適 - 4,483 4,483 - *** *** *** *** *** *** *** *** -

※団体区分の 3　は一般の市である。
※宅造区分の 1 は宅地造成事業を行っていない会計である。
※(8)は、連結実質赤字比率の算定に用いる額（資金不足額は負の値で表示）であり、(9)は、資金不足比率の算定に用いる額（資金不足額は正の値で表示）である。

団
体
区
分

標準財政
規模

x
特別会計名

事業
区分

宅
造
区
分

地方
公共
団体
コード

都道府
県名

市区町
村名等

市区町
村名等

団
体
区
分

標準財政
規模

x
特別会計名

事業
区分

宅
造
区
分

標準財政
規模比

(8)/x （％）

非
適

標準財政
規模比

(8)/x （％）

＜算定資料＞公営企業会計に係る資金
不足比率（平成28年度決算）

法
適

資金不足比
率 (9)/(12)

（％）

地方
公共
団体
コード

都道府
県名

資金不足
比率

(9)/(12)
（％）

-
9

-


